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：
龜
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讓
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’
一.
-
' 

’
■

;:
';
へ
：
ロ
.
：
シ̂

と
^ -
メ
»;.
ヵ
^
'0

^
兩

亂

が̂

の

あ

が

欢

民

憂

批

_

傲

持^
て

ぃ̂

$

重

要

が

厕

國

對
::
>
;
ニ
ー 

,
立
の
鍵
を
に
ぎ
る
4 '
の
と
し.
で
知
ら
れ
ね
ば
な
ら_
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ 

こ

に

紹

介

を

試

み

石

ソ

'
ロ

 i

ゾ
の
著
作
も.
ま

た

そ

の

、
ょ

ぅ

な

關

心

の

も

と

_  

fc
:«
か.
れ
^

.%
0 :
.̂
'
あ.
つ
ー
た。...

)

^
^

 ̂

1

;.亦

:5.
ー'.........

伴
迄
を
ロ
グ
ァ
に
過
し
、
そ
の
間
社
會
學
敎
新
聞
編
集
な
ど
を
や
つ 

，て
'

六
铝
亂
は
ア
メ
リ_
:
に
:̂
#
秕
會
學
潘
と
«

て
は.
省
來
ズ
^

.:-
' 

る
。，
そ
の
經
歷
か
ら
見
れ
ば
、
兩
國
を
比
較
す
る
の
に
適
し
た
人
物
と
い 

え
ょ
ぅ
。
彼
は
こ
の
本
で
兩
國
の
共
通
點
を
指
摘
し
-1
ぅ
と
す
る
。
結
論
，
 

.
を
急
ぐ
あ.
ま
り
と
も
す
る
'と
：安

易

さ

を

，
ま

ぬ

が

れ

な

い

'
が

-
- "

そ

の

金
.
圖

は

，

-あ

こAJ:

r :
法e

す

べ:#
:
:で
ぁ

名î
i-
-
の

善

ぬ

勒

版

は

一

一

九

四

西

年

に

出

,

'一
 

版
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
一
九
五
0
年
訂
正
さ
れ
て
刊
行
さ
’

、

' 

-

■
.

九
〇

Q
ニ

〇)

「

藝

：#
©:
で
赢
1
|;
6
正
0 ;
彥

な

も

#
は
第
：

】 _

寧
啕
ゃ
シ
ァ
ぃ
ァ.
# 

»

が
® :
裝
か
貧
奴
# :
1_

»

紙
で
が
が
。(

基

办

他

と

主

旨

:it
變

〔

メ
リ
功
1_
と
な
つ
て.
い
石
が
、
ど
の
本
が
ア
メ
リ
ヵ
人
に
讀
ま
せ
る
た
め 

尊
あ
る
關
係
か
ら
、
ア
メ
リ
ヵ
に
つ
い
て
は
簡
m
な
說
明
し
か
な
い
。
こ 

.
の
、紹
介
で
も
ア
ナ
リ
ヵ
に
っ
>
て
は
餘
り
ふ
れ
ず
ロ
シ
ア
の
中
に
ア
メ
リ 

■:
:
力
©
類
似
點
■を
見
出
そ
う
と
す
る
^
^?

の
^
圖
に
し
た
が
つ
た
。

ぃ
纖
麵
一
霜1

:

霧

Hi一

」

馨

1
P..

類

先
ず
ロ
5/
ア
の
11
會
制
度
を
み
る
こ
：と
に
し
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
力
民 

、主
々
義
で
あ
る
か.
な
い
か
は
讀
衰
の
、考
え
に
ま
か
せ
た
い
.0
河
故
处
ら
デ
：
 

モ
ク
ラ
シ
七
と
，い
う
言
葉
は
非
常
に
漠
然
と
し
て
使
わ
れ
、
は
つ
き
り
じ
.. 

'，た
定
義
を
も
つ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

.

家
族-―

^
へ
族
の
恶
礎
と
な
る
婦
人
は
合
グ
ア
亿
お
い
て
ど
ん
な
地
位 

に
い
る
で
あ
ろ
う
か
。1

股
に
庫
喻
後
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
急
連
.に
婦
人 

が
進
出
し
男
子
と
變
ら
ざ
る
敝
位
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
つ
た
；と
信
じ
ら 

れ
て
い.
る
。■
し
か
し
そ
れ
は
誤
ま
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
、の
長
い
歴
史
を
み. 

f c
ば
婦
人
の
地
位
は
革
命
前
が
ら
高
か
づ^

J

ど

：
に

氣

が

'
っ

く

に

ち

が

い
 

な

い

。

例

え

ば

D
e
ce

m
b

rists  (

双_

)

の
多
く
の
妻
。
恢
女
ら
ぼ
宗 

::
教

袖

ヌ

ば

被

冶

妳

_

由

：
炊

た

办

め

種

々

龙

_

爭
に
指
導
抓
1

钇

果

た

し.  

た
。
或

はN
ad

ezh
d
a.  D

u
ro

s

の
よ
う
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
對
し
y

一
 
...
 

八 
一
ニ
年
の
戰
い.
に
英
雄
的
行
動
を
1>
?
た
人
も
い
る
？
M
に
は
、.
有f

な 

s
o
*d-
hia K

o
v
a
le

v
sk

a
ia

:

と.
い
'う
數
學
者
,-
0
そ
の.
他
あ
ら
^
る
分
野
に.

女
性
の
活
權
を•あ
げ
る
こ
と
が
で
言
る
の
で
あ
る
。
大
學
教
授
と
，し

て

の

 

■-.
た
く
き
ん
;0
婦
人
、，±
惹

ど

だ

お

け

る

同

樣

の

事

實

め- :
れ

ら

';
?
し.
と
':

:.は
、：

^ ::

ア

雙

が

旣

に

箪

遭

前

、

^

メ
：リ
办
^ ,
1
|
|に»
敷

な

股

齡

.
： 

を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
實
例
で
あ
る
。
又
試
み
に
村
で
行
わ
れ
ゐ
會4

口 

に
出
席
す
れ
ば
、
.婦
人
の
少
な
か
ら
ざ
る
人
々
が
議
論
に
加
わ
っ
て
い
る 

こ
と
に
氣
づ
く
で
あ>0

う
。
言
う
な
れ
ば
口
シ
ア
の
革
命
は
'革
命
以
前
に 

な
し
て
い
た
所
に
、
よ
り
以
上
の
何
も
の
も
っ
け
加
克
て
い
な
い
の
で
あ 

■る
。
. 

- 

•
.

,
 

.

次
に
結
婚
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ロ
シ
ア
種
族
の
間
に
か
■な
り
あ
っ
た 

一
夫
多
妻
は
、
—♦
九
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
敎
導
入
の
後
に
急
連
に
な
く
な
っ 

て
い
っ
た
。
又
、
結
婚
に
際
し
て
の
自
田
な
る
^
意
は
古
く
か
ら
あ
っ
た 

し
、
ぺ
I

タ
I
大
帝
に
よ
っ
て
法
律
化
さ'れ
て
い
た
。
三
#
目
に
往
意
す 

べ
き
こ
と
は
、

ロ
ツ
ア
人
と
紙
ロ
シ
ア
人
及
び
、

ロ
シ

T -
正
敎
と
口
丨1 

ヵ
ト
リ-
ッ.
ク
、
：
ブ-.
ロ
：テ
：ス
タ.シ.
ト
及
び.
そ_
の
他.
の
宗
敎.
の
人
た
ち
と>
の.
結
： 

婚
は
許
さ
れ.
で
い
た
。
た
だ
、

？
シ
ア
正
敎
派
の
人
と
、
非
，ク
リ
ス
>

ャ 

ゾ
と
の
結
婚
は
，

if

ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
ブ
.ロ
テ
ス
タ
ゾ
ト
の
よ
う
な 

非
正
敎
派
の
人
は
、

マ
ホ
バ
ッ
ト
人
や
.
ユ
ダ
ャ
人
.と
の
結
黹
を
許
さ
れ
て 

い
た
0 -

ご
れ
ら
の
禁
止
は
ョー

ロ
ジ
。ハ
の
國
々
で
は
普
通
で
あ
り
ロ
タ
ア 

•

よ
り
は
嚴
し
か.
っ
た
.0
廿
世
紀
迄
に
は
こ
れ
ら
の
禁
止
も
破
棄
さ
れ
た
の 

で
あ
る
,0
第
四
に
離
婚
に
っ
い
て
は
、
西
爾
ほ
ど
多
く
な
か
ヴ
た
が
、
西
，
 

?歐
划
上f c

;

:

廣
範
に
法
律
に̂:
笔

：̂
^
れ
て_

尨
:-
°

:1
^
*
;

場
洽
：の
養：-:

つ
い
て
も'口
、

v

ア
の
法
律
は̂

に
完
全
な
る
平
等
を
主
張
し
て
い
.
る
し
、

■ P
シ
ア
と
ア
メ
リ
力
合
衆
國 

.

實
際
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た"
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
：
^
は
、：
親 

:
;
子
ー
の_

_

に
：ぉ
ぃ
で
先_

戈
あ
々
で
、
^

ノ
:'
:-
:
で

あ
'.
0
- '
道
德
的
で
あ
り
社
會
的
で*

る
。''
>

:
へ
-;
”
.

.
ラ
”
- '
;
:へ
勉
亦
1
矿
^

^

若
:̂
翁
_々

ロ
，̂

と
本
質
的
に
そ
の
制
度
の
-r
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ダ
な
性
格
に
氣
づ
く
だ
.ろ
. 

シ:  
一3 ,
5農

！ ©
:i

救.
_

騎_

傳

タ

。
、
：
こ
：
办

は

.
:>
.'
''',ー？
ー
ん
丄
0 :
^ :
が
農
奴
制
駿 

止
の
後
、
ミ
I
ル
，と
、ォ
V

シ

チ

ナ

ぶ

一

ー

〇

忧

紀

に

お

け

る

廢

北

以

前

、

農

. 

 ̂

農
民
&
身
处
事
件

.

a -
事 

'•
ぞ
霄
議
員
の
選
擧
'%
'
證

>:
を

:-.
ニ
：ーュ，;̂
^

-:
^

グ
.ダ 

V-
:

ル

デ

モ

ク

ラ

シ

I

 

d
em

o
cracy

)：

の

組

織

と

同

じ

：
よ

う
 

^
た

に

：
、

：，

村

夺

舫

紙

開

が

れ

：
石

會

議

：
の

亦

衡

g

よ

泠

て

解

決
^%

こ
：
と

^

始

ま
 

•
る
。
こ
の
組
織
の
デ
モ
ク
ラ
テV

ッ
ク
な
性
格
ば
表
面
よ
り
%■
奥
に
深
く 

W 
く
さ
れ
てi

た
。
ミ—

ル
> '
ォ
ブ
グ
チ
ナ
と
は
政
治
眾
位
ば
か
り
で
な
■'

- -
>
;.

<:
>經
濟

疆
■

知

だ

。へ
父e
»
集
團
は
家
族
的
で̂

あ
っ
：

.
た
。
家
を
舞
て
る
こ
と
を
菌
む
人
に
は
隣
人
が
お.
手
傳
を
す
々
も
、
：雜
式.
.

,
' :

i :,
权
互
に
^

^
,1
>
;\
共
同
货_

モ
た
學
校
%'
'
も
づ
^
ぃ
た.
の

免

あ

る

。
ー
革

.V  

.■.
•

■::::命
湔
0 .
;̂
於

ァ

撤

同

叢

_
:
發

匦

ゅ$ '」

；：に
：载
盤
啥
％
っ
少

-
つ
た
。
更
に
こ
の
よ
う
な
紙
織
は
ゼ
ム
ス
ト
‘ボ
と
し
て
都
會
に
も
あ
つ
た 

'

こ
と
が
し
ら
れ
て
い
る.0

こ
れ
ら
の
■

比
經
濟
的
に
文
化
的
に
大
き
な 

•
ノ
役
割
を
も
っ
て
い
た
ひ
だ
が
、
不
幸
に
も
ボ
ル
'ゾユヴィキ

.
革
命
後
、
共 

-

產
黨
の
獨
栽
的
官
僚
政
府
に
よ
っ
，て

變.X-
ら
’れ
て
し
.ま
っ

た

。

：

で
は
ロV

ァ
の
#
央
政
府
吖
組
織
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

N
o

v
g

-

.

• 

o
rd

や
p
s
k
o-
v

の
よ
う
な
君
主
た
ち
は
'.ヴ
ユ
ッ
チ
ヱ
と
よ
ば
れ
る
大
衆

、
 

-

,

九1
,

(

三 
ニ

)
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卷

第

四

號

■

-

の

寄

合

組

織

を

作

っ

て

い

た

。

'f
i

の

君

主

た

ち

も

徹

底

钠

な

君

主

制

で

も
 

貴

族

制

で

- %
な

く

、
，
重

耍

な

問

題

は

が

ヱ

'7
チ

ヱ

に

よ

，っ

て

，決

嚴

し

，て

い

'
 

た

。

ッ

ア

I

の'
M
n
s
c
o
v
y

時

代

で

さ

え

、

ッ

ア

I

の

權

力

は

絕

對

的

で
 

は

な

か

っ

た

。
■法

雜

に

よ

っ

て

制

限

さ

■れ

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

g

?

-
 

c
o

v
y

ッ

ア

一

の

あ

ら

ゆ

を

重

要

な

る

宣

|
旧
、

政

府

決

定

は

ニ

っ

の

代

議
 

政

體

に

谀

認

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

_
.甘

目

^

?:
0
0
1
3
污

と

■ 

w
o
y
a
r
s
k
a
i
a

 

D
u

m
a

で

あ

る

。

前

溝

は

E

m
な

階

層

の

一

股

的

な

籟

. 

會

で

あ

る

0
言

わ

ば

ィ

ギ

リ

ス

の

P
a
r
l
i
a
m
e
n
t

や

'フ

ラ

ン

ス

の

E
t
a
t
s

f

s'
名

^

だ

類

微

し

无

む

を

ぜ

後

者

砍

顧

密

院

逐

靈

菊

か

べ

身

沐

の

'
;:
:
- 

で
あ
石
。
て

の
よ
ぅ
に
ロ

シ

ア

は
民

主

的

歐

洲

諸
國
家
^

似

て

い
た
の
で 

:

本

兩

教

の

：

差
異
は
、

v

t

^

sの

政

體

め

法

次

北

が

^

洲

蘭

隱

呤

少
 

々
お
く
れ
た
上
い
ぅ
こ
と
だ
け
で
灰
る
。

■
.

y

ギ

'/(

枕
驗
眞
が
5
|

^
金
す
を
.̂

す
お
知
贫.
、..)>
も
^ '_

^
3
:

ダ' ア
取
薄
-

■へ；
 

一

命

驚

赌

に

：--
九
^
八-
-
- :.
ゴ
；年 

一
メ
於
ガ
ル
ま
た.
ぜ_

1
Q
1 ;
.
;一：九
南
；ハ
太
恐

一.に
^ :
を
恶
あ
が
$
，
领

裏_

が_

^ :
ぞ
れ
變
化
1>
'
て
：い
^ ;
ぬ
と
を
士«

パ「 

X -
は

な

ら

，な

い

。

そ

こ

，，で

充

分

に

ロ

グ

ア

界

命

に

起

つ

た

こ

と

が

ら

と

、
.

. 

以

後

ニ

〇

年

間

に

お

こ

つ

た

こ

と

が

ら

と

を

み

て

み

よ

ぅ

0>

:'
'

;■
:■^•
ぐ
ざ
^ '
-
の
#

命
女
1
^
£
^
^
調
灘.

.:
1
>
'
-

.
て.
み..
る
ゼ
、̂

命
に
^

め
^

泳
遠
、.
'̂
. 

に
诹
壞
き_
れ
石
^

の

は

：
い
：
革

命

.
が
起
ら
紀
ぐ
て
：も
ま
洛
に
亡
が:^
ぅ
^

;:
1
>
< 

て.
お
り
、
氣̂

ぇ
ん
ぇ
ん
た
る
制
度
で
ぁ
る
こ
と
が
判
る
？
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